
（令和７年９月２１日） 

第３５回 病院職員バレーボール大会 アンケート結果 

（ ２０病院２０チーム参加 ／１９病院回答 ） 

 

１．試合形式について 

ａ．今回のような形式がよい   （１７） 

ｂ．変えたほうがよい      （ １） 

＊例えば、 

岡山・倉敷以外の支部からは参加チームが減ってきて、今では岡山支部と倉

敷支部しか実質予選大会が行われなくなっていることから、県大会の参加チ

ーム数を思いきって 16 チームに減らしてはどうでしょうか？その際、今回

のやり方では、A ブロックのように勝っているのに負けたチームの方が決勝

トーナメントに進むという不合理？が生じてきます。そこで前年の成績は度

外視して 16 チームを集める。「16 に足りないチーム数は、岡山支部・倉敷

支部の予選から、県大会参加チームが 16 になるように調整する」というの

はどうでしょうか？ 

16 チームによる県大会は次のようにすると不合理は生じないのではないで

しょうか？ 

①16 チームを 2 チームずつ同支部対戦を避け 8 試合行う 

②①で勝った 8 チームはさらに 2 チームずつ 4 試合行う 

 勝った 4 チームは準々決勝トーナメントに進む。負けた 4 チームは敗者復

活戦に回る 

③①で負けた 8 チームはさらに 2 チームずつ 4 試合行う 

 勝った 4 チームは敗者復活戦に回る。負けた 4 チームは敗退となる 

④②で負けた 4 チームと③で勝った 4 チームによる敗者復活戦 4 試合を行う 

 勝った 4 チームが準々決勝トーナメントに進む。負けた 4 チームは敗退 

⑤準々決勝 4 試合、準決勝 2 試合、決勝 1 試合を行う 

   合計 27 試合で、今回の 20 チームによる試合合計 27 試合と同じ 

最小 2 試合は行われる。セット率・得失点差は考えなくてよい。準々決勝

に進めるには 2 勝が必要。 

ｃ．その他           （ １） 

   ・ネットの高さをもう少し高くした方が良いかと思う 

 

２．大会についての意見・要望等 

【日程・試合・進行・ルール等について】 

・スムーズな進行でとても良い大会だったと思う 

・15 点セットではなく、21 点が良い（チーム全員の意見） 



・15 点マッチであれば 8 点のときの飲水タイムはなくても良いかなと思う 

・21 点マッチにしてほしい。守備のみだったら男性はアタックラインより前に出て

もいいようにしてほしい 

・男子の線（アタックライン）が赤色などのテープを貼るとわかりやすいかもと意

見があった 

・女性メンバーを集めるのが厳しいので、男性の出場を 3 人に認めて欲しい 

・2 位のチーム全チーム、次の試合に出れるようにしてほしい 

・オーバーネットを取ってなかった(9 人制ルール通り取って欲しい) 

点数ミスがあった(後から知った)ので、簡易なものでも良いので記録を付けた方

が良いのかも。いつも大会運営ありがとうございます。 

・選手宣誓をするチームを前年度の優勝チームではなく抽選会で決めるのはどうで

しょうか？ 

・ボールを 4 号球から 5 号球にするのはどうでしょうか？ 

・勝ち試合数→セット率→得失点差で決めるので良いと思うが、今回の A ブロック

のように直接対決では勝っているチームが上がれないということも出てくるんだ

なと思った。毎年スムーズな運営をしていただきありがとうございます！ 

・大会関係者の方ありがとうございました。大会時間の関係もあると思うがアップ

時間がもう少し有ればうれしい。来年も宜しくお願いします 

・開会式前の練習ですが、ケガ予防の観点からも以前のようにボールを使った練習

をさせてほしい。10 分ごとにコートを譲るなどアナウンスしながら管理できれば

譲り合って使用することもできるのではないかと思う 

・事務局の方々には毎年資料の作成から大会準備まで本当に御苦労様で感謝してい

ます。今年は支部予選が行われたのは、実質岡山と倉敷の 2 支部のみで、支部予

選がなされなかったのは実質 7 支部となっている。病院チームのバレーボール力

は大会毎に向上しているように感じるが、経験者が多くなったことにも起因して

いると考える。 

バレーボールする人口減少もさることながら、病院経営も関与する職員の減少に

も参加病院の減少の原因があると考える。このままでは益々大会に参加する病院

は減ってくることが予想される。 

大病院は職員数も多いため選手の確保は容易かもしれないが、（地域の）中小病

院での選手確保は、病気・怪我・妊娠などで、難しい場面に直面している。まし

てや参加するにしても、バレーボール未経験者は誘っても後ずさりして、登録数

は 15 人でも実質 9 人ギリギリで参加にこぎつけている地域病院の実状があり、参

加病院の減少になっているのではないか？ 

解決策として、(職員数にもよるが)病院のベッド数 200 床辺りを目安として、高校

野球や中学校のスポーツ大会に見られるように、同支部内にて合同チームを認めて

はどうか？このことは大会の目的にも合致すると考えるが、如何か？ 

このままでは、今回優勝・準優勝となった川崎大学病院・津山中央病院のような、

職員数の豊富な病院だけの大会になりかねない懸念もある。 

 



【賞品・参加賞について】 

・バレーボール、ドリンクで OK 

・決勝トーナメントに進出した賞品としてボールをいただいた。ボールも高値なの

でとても嬉しかった 

・景品に関してですが、ボールはもう持ってるチームが多いので、誰でも使えるア

マゾンやスポーツショップで使用できるギフト券が喜ばれると思う 

 

・バレーボールの副賞はとても嬉しかった。参加賞のゼリーも試合の合間に飲むこ

とができ、大変助かった 

・毎年賞品は違うものだと嬉しい 

 

【その他】 

・大会開催にあたり、病院協会の役員・関係者の皆様、お世話になりました 

・とても楽しませていただきました。ありがとうございました 

・様々な準備、調整ありがとうございました！ 

・大変な準備をしていただき、今年も楽しく参加できた。ありがとうございました 

・予選の大会も暑い時期なので冷房をつけてもらえると嬉しい 

・いつも倉敷市で大会を行っているので、遠方の病院は大変だと思う 

体育館の調整ができれば数年に 1 回は岡山市や津山市で行ってみるのもいいのか

なと思う 

・試合会場が福祉大学の体育館だったが、食堂が開放されていてとてもスムーズに

昼食をとることができ助かったが、更衣室が総合体育館にしかなく？不便だった 

・駐車場料金について、優勝チーム、準優勝チーム、3 位（4 チーム）は長時間に 

なるため、賞品＋駐車場サービス券を是非ともご検討ください 

・駐車場代が参加費込みだと嬉しい 

・歴史のある大きな大会なので、山陽新聞等の記事に掲載を依頼したらどうでしょ

うか。モチベーションも上がると思う 

 

 

 


